
★　学校経営の重点
  (1) 教 育 目 標

  (2) 教 育 方 針　

  (3) 本年度重点目標

　(4) 継続的目標

 ★　各部・学年目標

●実践目標（チェックポイント）
・成  果
●「学校要覧」、「学校案内」、
「入学のしおり」などの広報冊子
の作成と地域等への配布

・「学校案内」は校正を重ね、良
いものをつくることができた。職
員で分担し、広範囲にわたり、ま
た来客者にもこまめに配布するこ
とができた。

●「福祉教育講座」、「オープン
ハイスクール」など地域の人材を
有効に活用し地域に根ざした内容
となるよう企画・運営する。
・地域の人材を活かしボランティ
アグループなどから講師を招き実
施した。積極的にボランティアに
参加する生徒もいた。

●独立校存続署名活動、ＰＴＡだ
より作成、学年運営部・研修部と
の連携などＰＴＡ活動がスムーズ
に進むように理事会を支援する。
・夏の奉仕作業では猛暑の中、PTA
と教職員が協力し実施できた。
・文化祭のステージ発表ではハン
ドベルを演奏し事前に練習を重ね
成功裏に終えることができた。

●「西高だより」、「巡回写真
展」など昨年度までの事業に加
え、「スクールニュース」を発行
し幅広く配布することにより広報
活動に努める。

・月1回発行を始めた「スクール
ニュース」は好評で、配布するだ
けではなく、今後掲示してもらえ
るよう努めたい。

●体育大会、文化祭、オープンハ
イスクールなどの行事を積極的に
開かれたものにし、保護者や地域
住民の参加を促進する。
・体育館耐震化工事のため青垣住
民センターで実施した文化祭は地
域住民の参加まではいかなかった
が地域に知っていただくよい機会
になった。

学校行事への
地域住民等の
参加

3.1

開かれた学校づく
り

平成１９年度　学校評価シート

兵庫県立氷上西高等学校　　　　　　　　　　

       生徒一人一人の個性と能力の伸長を図り、人間としての誇りと豊かな心を育み、活力あるたくましい生徒を育成する。

    ①　学校・保護者・地域が生徒の育成にかかわる当事者としての自覚と責任に基づいた連携を密にし、地域に根ざした「魅力
　　　ある学校づくり」や「地域に信頼される学校づくり」を推進する。
    ②　日常生活におけるさまざまな教育活動を通じて、自主・自律の精神と豊かな感性を育み、創造力と豊かな公徳心を培う。
    ③　温かさと厳しさの調和した人間的なふれあいに基づく生活指導を通して、生徒一人一人の生き方に関わる主体的な進路
　　　選択能力を培う。

    ④　人と人との絆を強め、公共心と福祉の心を育み、社会の変化に主体的に対応できる能力と生涯学習社会をたくましく生き
　　　抜く力を培う。
    ⑤　自国や諸外国の歴史・文化・伝統などについての理解を深め、国際社会と共生社会に生きる人間としての在り方や生き方を
       思考させる。

3.7

3.6

    ①　小規模校の特性を活かした教育内容や指導方法を工夫し、「意欲」「判断力」はもちろん、特に「表現力」の育成を図る。

    ④　「教えるプロ」として自覚を強く持ち、一歩踏み込んだ「信頼関係」に満ちた師弟関係を構築し、「教え、諭し、育てる」ことの
　　　実践力向上を図る。

    ①　体験を重んじ郷土理解を推進する「高校生地域貢献事業」「高校生就業体験事業」「総合的な学習の時間」などの教育活動
       を通して、「心の教育」の充実と「共に生きる心」を育む。

平均

    ②  多様な生徒一人一人の的確な実態把握と生徒理解に努め、基本的生活習慣の確立と基礎・基本の定着を図る。

 領 域  評価観点

    ②　資格取得と部活動を強化し、母校を誇りに思う生徒を育成する。
    ③　新たな防災体制の確立と防災教育の定着を目指して、地域の関係機関との連携を深める。　

＜評価基準＞ Ａ・・よくできた(4)　Ｂ・・できた(3)　Ｃ・・余りできなかった(2)　Ｄ・・できなかった(1)

アンケート結果 評価項目

　　③　本校の教育活動について積極的に広報活動を展開し、地域住民の理解を図るとともに、「開かれた学校づくり」を推進する。

広報活動

3.6

3.8

総務部 広報冊子の有
効利用

高校生地域貢
献事業

ＰＴＡ活動支
援
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●修学旅行の内容の充実と業者選
定、1年生オリエンテーションの野
外活動、芸術鑑賞等の日程の調整
と内容の充実を図る。
・芸術鑑賞は演劇を実施し、生徒
の鑑賞態度は良好であった。
・修学旅行の業者選定は仕様、見
積、選定と厳正に行うことができ
た。

●着任式、入学式、離任式、始業
式、終業式、卒業式等の式典を企
画、厳粛に運営し、生徒の校歌斉
唱への積極的な取り組みを行う。
・式典は厳粛に行うことができた
が、校歌斉唱への積極的な取り組
みには課題を残している。

●行事がスムーズに進むよう各行
事計画のバランスをはかり、行事
予定の企画と調整を行う。

・2回目のオープンハイスクールを
急遽実施することになったが、他
の行事と調整をし、実施すること
ができた。
●職員会議が円滑に進むよう各
部・委員会と連絡・調整をし、資
料の精選化を図る。
・事前に校運の議題等を提出して
もらうようにし、スムーズに進行
できた。資料の事前の確認を丁寧
に行う必要がある。

●7月と12月の2回の訓練の実施と1
月17日の追悼行事を通して防災意
識の高揚を図る。

・2回の訓練と1月17日の追悼行事
で防災への意識の高揚を図ること
ができた。今後、総合やＬＨＲで
の取り組みも必要である。
●自然・地域との関わりや体験的
学習等を通して、潤いのある豊か
な心を培う。
・各教科や総合的な学習の時間に
おいて体験学習を実施し、生徒は
意欲的に取り組むことができた。
体験学習には事前指導が必要であ
る。

●生徒の学習に対する意識調査を
実施し、実態を把握するとともに
その結果を授業に活かしていく。

・６月に学習状況、１２月に授業
アンケートを実施した。結果をも
とに授業改善に向けて各教科で検
討、実践した。

●指導方法を常に見直し、コン
ピュータ等情報機器を活用しなが
ら、より効果的な指導が行えるよ
う、研修や研究会を実施する。
・８月にICT活用のための研修を
行った。ICT活用した授業を公開
し、研究討議を行った。一人一回
研究授業を実施した。

●多元的な考え方を身に付けさせ
るとともに問題解決や探究活動に
主体的・積極的に取り組む態度を
育てる。

・特別非常勤講師を活用し、有識
者より話を聴く機会を設けるとと
もに、自分の進路や適性について
積極的に考えさせる場を作った。
●教育課程の編成を工夫し、生徒
一人一人の適性と能力に応じた教
育を行う。

・２年生以降類型に分かれ、類型
内でも選択科目を設ける等、生徒
のニーズにあった教育課程を実施
した。

3.4

3.3

行事内容の充実

3.5

3.3

3.2

2.9

3.3

3.5

3.5

特別活動・学
校行事

式典行事

月間・年間行
事

3.4

教務部

総合的な学習の時
間

自ら学び自ら考え
る力の育成

基礎・基本の定着

個に応じた学習指
導の徹底

職員会議

体験的・問題
解決的な学習
の展開

生徒の学力把
握と評価規準

学ぶ喜びや達
成感が味わえ
る指導方法の
工夫

創意工夫を生
かした実践の
展開

一人一人の確
かな学力の育
成

安全管理 防災教育の推
進

円滑な校務運営
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●習熟度別学習、ティーム・
ティーチングを導入し、個に応じ
た指導を通し、生徒の学習意欲を
高める。

・習熟度別学習では生徒の学力に
適したクラスで学習でき、成果が
あった。ＴＴは役割分担がしっか
りできており、生徒が気軽に質問
していた。
●情報や情報手段を主体的に選択
し、活用する能力を育てるととも
に、表現力を育成する。

・各教科や総合的な学習の時間に
おいて発表する場を多く設けた。
表現力が向上した者もいるが、継
続指導していく必要がある。

●問題行動の未然防止の指導を徹
底する。校内、校外巡回指導の実
施。

・校内外の巡回指導を実施し問題
行動の未然防止に成果があった。

●学校生活の基本である頭髪や服
装の指導を徹底する。再登校指導
の実施。

・６月から再登校指導を実施し、
頭髪や服装の違反が減った。

●遅刻防止のため毎日生徒通用門
で登校指導を実施し、また定期的
に全教職員参加の登校指導を実施
する。

・毎日登校指導を実施し、多くの
生徒が遅刻防止を心掛けるように
なった。

●教育相談の充実により悩みを持
つ生徒の早期発見と指導援助体制
を確立する。
●発達障害のある生徒への理解の
ために職員研修を行う。

・教育相談の充実から、悩みを持
つ生徒に指導援助に役立った。
・８月に２度の職員研修を行い、
生徒の内面的理解につなげた。

●並進・二人乗り・傘差し等の違
反者には反省文を書かせる等安全
指導を徹底する。
●毎月１回、早朝登校指導をＰＴ
Ａと連携し、全教職員で実施す
る。

・安全指導を徹底することで、違
反者を減少させた。
・ＰＴＡと教職員で毎月１回登校
指導を行い、交通安全に成果をあ
げた。

●学校行事に積極的に参加し、連
帯意識を高める。
●部活動・ＨＲ活動・生徒会各種
委員会の活性化を図る。

・生徒会を中心に体育大会や文化
祭を盛り上げ、生徒の連帯意識が
高まった。
・部活動では野球部の応援に太鼓
部が援助するなど活性化を図るこ
とが出きた。

●３年間を見据えた進路指導計画

・３年間を見据えた進路指導計画
を作成したが、その細部において
実施は不十分であった。

●各学年との連携
・進路希望調査
・進路ガイダンス
・三者懇談

・１、２年に年間３回の進路希望
調査を実施した。
・全学年に年間２回の進路ガイダ
ンスを実施した。

3.5

3.2

3.5

3.1

3.4

3.6

2.9

3.3

3.3

3.5

特別活動の充実

教育相談

生徒指
導部

交通安全指導の徹
底

生活習慣の確立

進路指導体制の充
実

進路情報の整
備・伝達

進路指
導部

指導援助

自転車通学者
の安全指導

問題行動の克
服

学校の活性化

校則の遵守
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●保護者への進路情報
・進路だよりの発行
・説明会の実施
・情報提供

・進路だよりで進路情報の周知と
キャリア教育の啓蒙を図った。
・４月に全学年に実施し、３年生
には就職・進学別の説明会を実施
し、進路環境の理解を求めた。
・進路閲覧コーナーに参考書や最
新情報誌を購入して整備した。
●個に応じた進路情報の提供
・進路閲覧コーナーの整備
・個別・分野別情報・資料の提供
・面接指導

・進路希望調査を基に分野毎、学
校毎の資料を個別に提供した。
・３年生には４月から継続して、
本格的な面接指導を実施した。

●進路実現に向けた学習習慣の確
立と実力錬成
・進学補習の年間計画と実施
・模擬試験の年間計画と実施
・補習参加者は少なかったが、計
画通り補習を実施した。
・模擬試験と検定を年度当初に一
括して計画、申請し、実施した。

●卒業生との進路座談会
●２年生インターンシップの実施
●外部講師による進路講演会

・卒業生によるリアルな就業現場
の談話は好評であった。
・２年生全員がインターンシップ
に取り組み、熱心に活動した。
・体育館改修工事のため進路講演
会は中止した。
●地域関連機関との連携

・進路指導研究会や職業安定所や
就職支援交流校で情報交換を行
い、連携を強化した。

●自己の能力・適性・興味・関心
に基づき自己の生き方を考え、自
分の意志と責任で進路決定ができ
る能力を育成する。
・各学年の学習内容は向上してい
るが、３年間の系統的な位置づけ
は不十分であり、更に改善してい
く必要がある。
●校外で実施される進学説明会、
オープンキャンパス、体験入学、
職場見学への積極的参加を促す。

・３年生は多くの参加をみたが、
１、２年生は参加者が少なく、進
路意識を高める必要がある。

●職員を対象にしたAEDを使用の心
肺蘇生法講習会を実施し、危機管
理に対応できる体制を確立する。
●生徒を対象にした安全教育を推
進する。

・全職員にAEDを使用した心肺蘇生
法講習会を実施し、機器操作の習
熟を図ることができた。
・３年生を対象にAEDを使用した心
肺蘇生法講習会を実施した。

●保健だよりを定期的、かつ随時
発行し、生徒が主体的に健康を管
理する意識を高める。

・「ほけんだより」を１５回発行
し、健康管理に対する啓蒙に努め
た。

●健康管理のため諸検診を実施す
る。
●家庭との連携を密にして、必要
な生徒に治療を促す。
・健康に関する諸検診を実施し、
治療の必要な生徒及び保護者に連
絡した。治療を促したが、一部の
生徒は治療ができていない。

3.7

主体的な進路選択
能力の育成

就業体験事業職業観・勤労観の
育成と進路意識の
向上

学力の向上

3.2

3.5

地域との連携

総合的な学習
の時間

外部説明会へ
の参加

3.1
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保健環
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健康教育
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●生徒・職員が一斉に毎日の放課
後の清掃に取り組み、徹底を図
る。
●ゴミの分別意識の向上を図る。

・生徒、職員が一斉に清掃を行っ
た。生徒の中には清掃への取組が
不徹底の者もいた。
・ゴミの分別が不十分で守れては
いなかった。

●学期当初の2者面談、夏季休業中
の3者面談を充実させ、生徒の理解
を深める。

・面談等を通じて理解を深めるこ
とに努めたが、一部の生徒に負担
がかかり全生徒の理解が十分にで
きなかった。

●中高連絡会を実施、中学時代の
交友関係などを把握し、生徒への
指導に活かす。

・連絡会では活発に意見交換がで
きたが、普段の生活の中で中学校
との連携をさらに深める必要があ
る。

●学年通信・学級通信等を通して
保護者へ情報を発信し、共通理解
のもと指導にあたる。

・学級通信等は十分に発行できな
かったが電話連絡や面談を通して
共通理解を図った。

●学年団は学年会議の中で、また
教科担当者会を通して授業中の様
子等を把握し共通理解のもと指導
にあたる。

・教科担当に生徒の様子を記入し
てもらうアンケートを実施するな
ど生徒把握に努め、共通理解のも
と指導にあたった。

●積極的に部活動への入部を促
し、心身の鍛錬、友人作りに活か
すよう指導する。

・部活動に入部している生徒はそ
れぞれの部で積極的に活動してい
る。さらに部活動への入部を促し
ていきたい。

●積極的にボランティア活動への
参加を促し、思いやりの心の育成
を図る。

・自らボランティアに参加する生
徒が出るなど徐々に思いやりの心
の育成が図れている。

●一つ一つの授業を大切にする態
度を養う。

・まだ不十分ではあるが1年間通し
て指導してきた結果、授業を大切
にする態度が培われている。

●普段の授業時の課題、長期休業
中の課題等への取り組みと期限内
の提出を強く指導する。

・評価に対する意識を向上させ、
タイミングを考え指導し、提出状
況は向上している。

●社会生活の基礎として、気持ち
のよい挨拶の励行を図る。

・ＳＨＲや授業の始めと最後の挨
拶を大切にする指導を重ねた。ま
だまだ不十分ではあるが成果が上
がっている。
●時間を厳守し、遅刻・早退・欠
席をしない態度を養う。

・早退は減ってきたが２学期後半
より遅刻、欠席が増えた。個人面
談等を通じてさらに指導が必要で
ある。

基本的生活習慣の
確立

挨拶の励行

時間のけじめ

１学年

2.8

3.1

2.7

2.6

3.1

3.4

3.1

2.5

基礎学力の伸長

生徒理解

部活動への参
加

ボランティア
活動への参加

個性・能力の伸長

中学校との連
携

保護者との連
携

学習の重視

課題への取り
組み

教師間の連携

環境整備 環境美化

2.9

3.0

2.3
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●時間を厳守し、遅刻・早退・欠
席をなくす指導をする。
●欠席・遅刻ゼロ週間を学年独自
で取り組み、指導強化週間を設け
る。
・一部の生徒に遅刻・早退は多
かったが、数名の生徒には改善点
もみられた。
・欠席、遅刻ゼロ週間を挙げ、指
導強化週間を実施したが、継続的
な効果は上がらなかった。

●挨拶の励行を図り、正しい言葉
づかいが出来るよう育成する。

・挨拶、正しい言葉遣いができる
ようにもなったが、粗暴な言葉を
発する一部の生徒には個別指導を
重ね改善してきた。

●進路指導部との連携により進路
ガイダンスと模擬面接を実施す
る。
●インターンシップを通じて、職
業観・勤労観・職業人としての心
構えを学習する。

・進路指導部と連携した進路ガイ
ダンスを実施し、進路意識を高め
ることができた。
・インターンシップを通じて、自
己の適性を考えさせる機会と働く
ことの意義を得た。

●様々な資格取得に向けて、積極
的に取り組む。

・情報処理、ワープロ検定、英語
検定、書写検定などを受検し、資
格取得に取り組んだ。

●習熟度別学習を取り入れ、わか
る授業の展開を実施する。
●考査前に指名補習を実施し、学
力補充を図る。

・英語、数学、理科等において習
熟度別授業を展開し、わかる授業
を実施した。
・考査前に指名補習を実施した
が、学力の補充が特に必要な生徒
に向けて指導が不充分だった。

●補習講座を毎週火、金曜日及び
長期休業中に実施し実力の充実を
図る。

・補習講座を毎週火、金曜日及び
補習者を募集したが参加者がいな
かった。

●欠席・遅刻・早退をしない指導
をする。

・時間を守る習慣が確立できた。
進路決定後に一部の生徒が時間を
守ることができなかった。

●職員室への入退出、授業の開
始・終了時の挨拶の徹底

・進路決定に向けて指導を素直に
受け入れ、挨拶は自然とできるよ
うになった。

●服装・頭髪など社会生活に必要
なマナーを身につける。

・全体的には指導によってマナー
が身に付いたが、進路決定後に一
部の生徒に服装などの指導を要し
た。

●三学年として進路決定に向け、
必要な学力を身につける。

・一人一人が目標を持って取り組
み、成果も上がり進路実現につな
がった。

個性の伸長と自己
表現の育成

進路指導部と
の連携

資格取得の推
進

基本的生活習慣の
確立

社会性の確立

学力の伸長

基礎学力の充
実

時間の厳守

3.3

２学年

進路目標の設定

基本的生活習慣の
確立

学力の充実

挨拶の励行

2.3

2.6

3.1

3.5

3.4

2.0

2.9

３学年

3.1

基本的学力の
定着

時間の厳守

挨拶の励行
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●総合の時間を活用し、収集した
情報をもとにプレゼンテーション
能力を身につける。

・表現力をつけるため、発表会な
ど取り組んだ。全体的には、課題
を残したが、一部の生徒に成果を
見ることができた。

●日常的な対話や面談を通して、
進路相談も含めきめ細かな連絡を
取り、理解を深め保護者の協力を
得るよう努める。

・進路指導部と担任が中心とな
り、個人面接や保護者もまじえて
懇談を行い、信頼関係を確立する
ことに努めた。

●不登校傾向にある生徒に対し
て、教育相談等を利用し、本人と
の面談をこまめに行う。

・数名の生徒が教育相談を受け、
カウンセラーと協力しながら、学
校への登校を促すこともできた。

●週二回の補習への参加を呼びか
ける。各種模試の受験・長期休業
中の進路向け集中講座への参加を
呼びかける。

・毎週の補習と年間通して６回の
模試を実施し、実力をつけるため
に取り組むことができた。

●進路指導部と連携し、進路情報
の提供と決定に向けアドバイスを
行う。

・進路指導部の適切な助言によ
り、生徒へ進路情報も提供し、進
路決定に必要なアドバイスを行う
ことができた。

●「HUMAN RIGHTS」の活用を

中心とした人権HRを計画的に行な
う。

・「HUMAN RIGHTS」を中心に
諸資料を活用して、人権ＨＲを実
施した。

●教職員研修会を実施し、職員の
人権意識の高揚を図る。

・講師の選考が難航し、職員研修
会は実施できていない。

●生徒の意識を把握し，個々の差
別実態を解消させる態度を養う。

・人権作文を通し、生徒の実態把
握に努めた。また、生徒の人権に
関する作文の中から校外の人権作
文集に掲載する作文を提出した。

●外部の関係機関・学校との連携
を図る。

・校外の研究大会、部会、研修会
等に努めて参加した。

【お願い】

　自己評価（内部評価）のあり方、内容、評価結果等に関してご意見がありましたらご連絡ください。　　　　学校長
　Email　：　hikaminishi-hs@hyogo-c.ed.jp
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3.3

人権教
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会

他との連携による
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諸機関との連
携

2.8

生徒の実態把握に
基づく的確な指導

実態把握

人権ＨＲ

職員研修

人権意識の高揚
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